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【理　念】

「安心、安全で信頼される病院を目指します」

【基本方針】

◎ 西諸の中核病院として、地域の医療機関と連携し、高度な医療を提供します

◎ 職員一丸となって、迅速な対応とチーム医療で、安全な医療を提供します

◎ 誠実かつ真摯 ( しんし ) な姿勢で日々研鑽 ( けんさん ) に努め、信頼される質の高い医療を提供します

◎ 自治体病院として、平等で心が通い合い、安心できる快適な療養環境を提供します

◎ 患者様と家族の満足を追求し、プライバシーの保護をはじめ患者様の権利を尊重します

～病院長のあいさつ～

小林市立病院 病院長　徳田　浩喜

　新年度を迎え、ごあいさつ申し上げます。

　初めに、今年元日に発生した能登半島地震の被災者の皆様に心からお

見舞いを申し上げます。今後の復興をお祈りいたします。小林市役所、

当院（DMAT）からも支援派遣があり、スタッフの皆様には感謝いたし

ます。

　昨年は新型コロナ感染症の第 5 類への移行で皆様には徐々に日常生活

が戻り、我々は通常の業務にもどり、普通というありがたみを感じてい

る方々もいるかと思います。ただ相変わらずのコロナ感染、またインフ

ルエンザ感染が続いており、感染予防は引き続き必要と考えています。

　当院は、この地域の手術、救急等の急性期医療を担っています。2023 年 (1 月～ 12 月 ) の手術

件数（消化器外科・泌尿器科・整形外科）は 244 件で 2022 年と比較して約 20 件増加し、救急車

の受け入れ件数は 894 件と 100 件以上増加していました。当院職員も、それぞれが担当する現場

で日々対応してくれています。当院の医療体制として、かかりつけ医との連携、外来予約制など皆様

にご理解いただいていることに感謝いたします。今後のこの地域の人口の推移、高齢化などを考慮し、

先を見据えた当院の医療体制づくりと同時に、現在の医療需要に対して適確な医療提供に努めていき

ます。

　また患者の方々の御協力をいただき、研修医、各職種の実習性が当院で臨床経験を積むことができ

ています。おかげさまで、本年度も多くの研修医、実習生派遣が予定されています。心から感謝いた

します。彼らに魅力をもってもらえる医療の実践に努めたいと思います。

　周囲の医療機関の先生方、職員の皆様には、当院の種々の事情をご理解いただいていることを感謝

いたします。引き続きご理解、ご協力よろしくお願いいたします。

　2024 年度もよろしくお願いいたします。
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地域医療支援病院とは
　診療所や病院などの医療機関は、国の政策のもと、主に軽症の患者さんの診療は診療所、入院が必

要な重い症状の患者さんの診療は病院という「役割分担」を行っています。

　当院は、西諸医療圏の中核病院の役割として、二次救急や手術、専門検査や入院治療への特化を目

指し、平成 23 年 6 月に地域医療支援病院に承認されました。

　地域医療支援病院は、患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましいという観点から、紹介

患者に対する医療提供・医療機器等の共同利用の実施等を通じて、かかりつけ医を支援する能力を備え、

地域医療の確保を図る病院として相応しい構造設備等を有するものについて、都道府県知事が個別に

承認しています。

　地域医療支援病院の役割を踏まえ、当院での診療は、原則としてかかりつけ医からの紹介予約制と

しています。今後も、地域の医療機関の先生方との連携をはかり、医療の質の向上を目指します。

　引き続き、地域の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
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逆紹介

地域医療支援病院の主な役割
・紹介患者に対する医療の提供　　　　・医療機器の共同利用の実施
・救急医療の提供　　　　　　　　　　・地域の医療従事者に対する研修の実施
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　入園、入学、就職と、それぞれのご家庭においても新しい門出をお迎えのことと思

います。

　私もこの春から職場の労働時間を短縮して、働き方改革をすることになりました。余裕ができる

時間を、今まで支えてきてくれた家族のために、時には自分のために癒しの時間をとれたらと思っ

ています。

　そんな時間を楽しみに、支えてくださる皆様に感謝しながら今年度も頑張っていきたいと思います。

退院調整看護師　岩田 マリ子　

スタッフのひとこと

～西諸華道連盟の皆様から、すばらしいお花をいただきました～

連 絡 先

 小林市立病院　地域医療連携室

T E L   0 9 8 4 - 2 3 - 8 2 2 5 （直通）

FAX  0 9 8 4 - 2 3 - 8 2 2 6

M a i l   k_hosp4@city .kobayashi . lg . jp

　医師事務作業補助者の紹介をします。

　医師が行う業務のうち、事務的な業務をサポ－トする職種です。その呼称は病院によって様々

で医療秘書や医療クラ－ク、メディカルアシスタントなどと呼ばれています。

　業務内容としては基本的には診断書や診療情報提供書（紹介状）など医療文書の作成代行があ

ります。電子カルテなどの診療記録への代行入力があり、これは医師の外来診察時などに同席し

て行います。

　その他の業務内容としては、医療の質の向上に資する事務作業としてがん登録、麻酔記録、手

術の症例登録（NCD）なども、手広く行います。

　最後に行政への対応があり、これは厚生労働省などに報告する診療デ－タの整理などを行って

います。

　実務経験のない方でも半年間の研修を受けながら医師事務作業補助者として働くことができま

す。子育て世代の方も平日のみ勤務で働きやすく、ライフワ－クバランスが取りやすい職場となっ

ております。

　私たちは医師が行う業務を医師の指示のもと代行で行っているため、その自覚を持ち日々の業

務をしっかりと行っていきたいと思います。

地域医療連携室紹介

医師事務作業補助者　橋本　美彩子


